
小111原の辿跡探訪シリーズ６

王|府津三ツ俣遣跡
相模湾をのぞむ集落遺跡

小田原市教育委員会



例言

１本普は、散策しながら遺跡が学べるガイドブック「小IJI原の遺跡探訪シリーズ」として作

成しました。今阿は第６号として、小'1|原市国府津字三ツ俣ほかに所在する国府津三ツ俣

遺跡（小田原市No.１２遺跡）を取り上げました。

２本書の刊行は、平成22年度I副11輔助.'1i:業である「幽俄文化財保存活用公開事業」の一環と

して行いました。

３本蒋の作成に関しては、以下の諸氏・諸機関からご指導．ご協力を頂きました。記して感

謝｢|'し'且げます。（敬称略・順不|司）

御堂島正・伊丹徹（神奈川県教育委員会)、小池聡（‘株式会社盤古堂)、神奈川県教育委

員会

４本書の作成は、小田原市教脊委員会生涯学習部文化財課渡辺千尋が担当者となり、同課大

勘慎一・小林隆・上屋了介・吉田千沙子・'11口剛志・佐々木健策が補佐しました。本書の

構成には田尾誠敏の協力を、図版の作成には閃智瑛・杉山弘美･鷲頭一枝の協力を得ました。

第１図鯛府沌三ツ俣辿跡の位価と周辺の辿跡（l/50,000）

[表紙］国府津三ツ俣辿跡第Xll地点ｲ｢細辿｛:＃（11.1本ほか2000）

[典表紙］国府泳三ツ俣辿跡郷Xl地点出｣:l:器



Ｉ森戸川低地の遺跡

１国府津三ツ俣遺跡と周辺の遺跡
二うづみつ1と

国府津三ツ俣遺跡(小田原市NO嬢１２遺跡)は､足柄平野の南東側､大磯丘陵の西を流れ
１，ｎとがわ

る森戸川下流域の右岸に位置しています（第１図)。森戸jllの右岸には、すでにこの
くっし

遺跡探訪シリーズでもご紹介してきたように、ノl､田原市内でも屈指の遺跡群が広がっ
厳がつか

ています｡千代台地と呼ばれる小高し､丘とその周辺に広がる永塚遺跡群(NQ33遺跡)、
し１，そが ｆ』よ＄

下曽我遺跡(N0222遺跡)、千代遺跡群(N○75遺跡)、説遺跡群(NoJl6遺跡)では、
多くの調査の積み重ねによって、小田原に暮らした人びとの生活の様子が明らかにさ

れてきていますｂ
ひﾙ;しぶんしょ

本書で取り上げる国府津三ツ俣遺跡は、国府津′｣､学校や消防署東分署周辺の、南北

約500ｍ×東西約450ｍの範囲に広がっていると推定されていますｂ東側は大磯丘陵
さかわがわ

と丘陵に沿って流れる森戸川、西側は酒匂ｊｌｌの作り出した広大な低地、南側は相模湾

に面しており、遺跡周辺は変化に富んだ地形になっていますｂ標高はおよそ６～7ｍ、

相模湾の現在の海岸線までは直線距離で500ｍほどの森戸川下流域に広がる低地に位

置していますｂ

国府津三ツ俣遺跡の周辺には、ＪＲ東海道本線を挟んだ南側から国道1号線にかけて
父＃’はた こやわたひがしばたけ 厳かぎわ

の範囲に、町畑遺跡(No44遺跡)、小八幡東畑遺跡(NOj45遺跡)、小八幡中沢遺跡(No.

121遺跡）などが位置していますｂ各遺跡ともあまり調査事例は多くありませんが、

弥生時代から江戸時代までの遺構・遺物が検出されていますｂ国府津三ツ俣遺跡と一

連の遺跡が広がっていたと考えるほうが良いのかもしれません。
左かざと

また、西1.5kmほどに位置する中里遺跡(No.１４遺跡)は、弥生時代中期の集落と墓

域がセットで確認され､東日本における最初の本格的な永詫誹牒落として注目を
集めていますｂ

先に挙げた千代台地の遺跡群には、奈良・平安時代になると寺院や郡の役所である
ぐうけ

郡家が造られたと考えられていますが、国府津三ツ俣遺跡とそれらの遺跡群とは、森

戸川を介して深い関わりがあったことが推定されていますｂ
たきのまえ みずぱ

北東750ｍほどに位置する瀧之前遺跡０１１０．３遺跡）では、古代の水場遺構や土器捨

て場から多量の遺物が検出されていますも

－１－



２発掘調査の軌跡

国府津三ツ俣遺跡は、2011年２月までに24地点で本格的な調査が行われています
しもｊ』んぷ‐Ｊｙりん

（第２図：この中には、大字/1,字名から国府津下念俳免遺跡の名前で報告されている

地点も含まれています)。

国府津三ツ俣遺跡で最初に調査のメスが入ったのは、1980(昭和55)年に国府津

小学校の校庭で排水施設を埋めるための満を掘削していた際、遺物が発見されたこと

がきっかけでした。この第１地点の調査では、調査範囲が狭かったこともあり、明確

な遺構は確認されませんでしたが、古墳時代～奈良・平安時代の土器が出土し、国府

津三ツ俣遺跡の内容を垣間見せるものでした。

国府津三ツ俣遺跡で比較的規模の大きな調査が行われたのは、１９８３(昭和58)年

から実施された第Ⅲ～ｖ地点の調査になります｡この都市計画道路の改良工事に伴う調

査は、その後１９９７(平成9)年まで断続的に発掘調査が行われました（第VI．Ⅶ．XI・
おやふぱＬ

ＸⅢ地点)。調査が行われた場所は､国道１号線の親木橋交差点から県道を北に進み､－１Ｒ

東海道本線のガードをくぐった富士見橋際交差点付近から、国府津小学校の校舎東

写真１昭和59年調査時の遺跡全景（北東から）（神奈川県教育委員会提供）

－，－





－４－
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第１表関連年表

側を通り過ぎた先の第一森戸橋西側交差点先までのおよそ500ｍの区間と､国府津歩道

楠から国府津小学校正門前までのおよそ160ｍの区間になります。結果的に遺跡を東

西南北方向にそれぞれ縦断するように調査区が設定されたため、辿跡の範囲や土地利

用の違いを考える上で、大変成果の多い調査となりました。
き〃上･#３０星弗

この間、国府津/l､学校のプール､貯水槽などの施設建設やマンションの建設などに

伴って調査が行われる機会も増え、国府津三ツ俣遺跡が弥生時代から江戸時代までの

大捌莫な複合遺跡であることが分かってきていますｂ近年では、森戸川の河川改修に

伴い発掘調査が行われ、遺跡の範囲がさらに南東側へ広がっていることが確認されて

います（第XX･XXI地点)。

現在、遺跡周辺は市街化が進み、遺跡の而影を感じることはほとんどできなくなっ

ていますが、国府津三ソ俣遺跡は神奈川県下でも有数の規模の遺跡として知られて

いますも
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Ⅱ国府津三ツ俣遣跡のプロローグ

ａ
夕■ ｖ⑫●

現在までに国府津三ツ俣遺跡

で、縄文時代の遺構は確認され

鱗畿蓑項
蕊輔螺蝋同
した際に残した遺物の可詣性も

考えられます（写真2)。写真２純文時１考えられます（写真2)。写真２純文時代の土器．石器(神奈川県教育委員会提供）
すわだ

弥生時代に入ると、中期初頭や中里遺跡が造られた時期にあたる中期中葉（須和田

式期）の土器も検出されていますが、人びとの生活が本格化するのは、中期後半
みやの鱈い

(宮ノ台式期)のことで-ｳｰも後世の遺構に破壊されていることもあり、あまり検出数は

多くありませんが、第'Ⅱ地点などの遺跡の南側で住居跡も確認されていま-ｉ,－６弥生時

代中期の遺構・遺物は､国府津三シ俣遺跡の南側に広がる町畑遺跡や小八,幡東畑遺跡

でも確認されており､人びとは隅府津三シ俣遺跡よりも湖則で生活を始めた可能性が

考えられます。

国府津三ツ俣遺跡からは、鮫''1-の段階を除きほぼ中期後､'4の全期間にわたる土器

が出土しています（第３図)。士器の分析からも、中期後半に国府津三ツ俣遺跡で

継続的な人びとの生活が始まったといえるでしょう。

また、土器のほかにも、この時代を特徴づける石器も出土しています（,ゲ典3)。第

xI地点では、弥生時代中期のものと推定される側面にえぐりの入った両刃の石斧が見

つかっており、類例のない珍しいものとして注目されますｂ第xx地点では、弥生時代
＆ミトいり』．ｉｐ人

中期後半の土器とともに磨製矛i｢剣が出土していますｂ丁寧に表面が研磨され、刃の部
た〃・た．１ノ・のｔｼ

分も鋭く仕上げられていますｂ小'''原市内では､ほかに高,,,北之前遺跡第１,地点で磨

製石剣の出土事例があります６

－５－



＄

傭両
鯵

蕊
凄迄

第３図第Ⅲ地点M''二鴬ノ台式土器
（S=l/１０）（伊丹ほか1986）

写真３弥生時代の石器（冨永ほか1999）

（左端：第Xll地点出土側而快入両ﾉＷｉ斧）

２大規模集落の登場と集落を囲む溝（弥生時代後期～古墳時代前期）
たてルタ宅:｡｡”､』

３世紀前半頃の弥生時代後期になると竪穴‘住居が多く造られるようになります。古

墳時代前期にはさらに活発化し、三ﾂ俣の地に大規模な集落が営まれるようになりま

すｂこのような状況は、森戸川右岸の台地上の永塚、千代、高田の遺跡でも認められ

るもので、森戸川流域の遺跡群に共通する傾向ということができますｂ

この時期の住居が検出されている調査地点は､第Ⅲ.ｖ,ｘ１．m’xII地点で､主に遺跡

の北東側を中心に分布していますb特に第ｖ地点などでは､竪穴住居が密集して検出
いんばん

されていることから、住まいの場として頻繁に土地が使われていたようです。

一方で､第Ⅲ地点では調査区の南

側半分で住居跡は検出されず、

第Ⅲ地点でも調査区の北側半分で

住居跡が検出されていません。

住居跡の分布からは、明確な土地

利用の違いが認められます。それ

を裏付けるように鋪Ⅲ地点､第XⅢ地
へ麓

点ともに居住域の|ﾉ1側と外側を隔ＦＤＯ■ーー夕画一ヶ０ロ０－－ワン弓ＦＤやＢ夕も｡ーＦＯＣ"も口一■８，画

写真４
てる大きな溝が見つかっています６

－６－

第Ⅲ地点:Ｈ１1号竪穴住居跡出'二'二器

(薗永ほか2000）



第XlI地点の調査では、調査区の中央を横断す

るように大型の溝（Ｈ１号自然流路)が検出され

ました（写真5)。溝の底には砂が堆積し、水が

流れていたことが考えられます６また、底には
乗･Ｉ，：

井戸のような掘り込みがあり、水汲み場として

の機能もあったようです６下層からは、古墳時

代前期の-ｔ器が集中して見つかっている場所

もあります６

第Ⅲ地点では､調査区を横断するように東西

方向の満(SDO24)が検出されています(写真6)。

蚊下胴の遺物から弥生時代中期後葉につくら

れた満と考えられていますが、長い年月をかけ

て埋まり、肢終的には古墳時代前期頃まで機能

していたことが推定されますｂこの満と同一の

ものと考えられる職(SDO30)が、第Ⅵ地点でも

兄つかっていますｂ

また､第Ⅶl地点で検出されている南北方向の

満(7号淵も同一の役割を果たしていた可能性

が考えられますもこれらの溝は､竪穴住居が広が

る範I州をぐるりと取り囲むように位置してい

ます。

調査範囲が部分的なこともあり想像の域を

出ませんが、集落の東･側を流れる森戸川と合わ
かんごふ

せて、）淵韮域を取り囲む環濠のような溝が張り

巡らされていたことが推定されますb第４図の

黄色く示された部分が竪穴住居跡､青く示され

た部分が居住域を囲む溝ですｂ国府津小学校の

校庭にも、集蕗を取り囲んだ大型の満の続きが、

下ｲド以上の時を経て、眠っているのかもしれま

せん。

－７－

写真５節Ⅷ地点:111脚'1然流路
（＃〔から）（緬永ほか2000）

覇夢 ＩＤ

写真６鯛Ⅲ地点:SI)()2'１（束から）
（(Ｊ１．ｊ､lほか1986）





３方形周溝墓の展開

それでは居住域の外側は、どのような光景が広がっていたのでしょう。

第Ⅲ地点の調査では､先ほど紹介したSDO24と呼ばれる溝の南側で､古墳時代前期の
IX36f5DL03うﾏ１１Ｆ

方形周溝墓が複数検出されています6第Ⅵ地点の調査でも､SDO30のﾀ|､側に方形周溝墓

が見つかっていることから、満に区両された居住域の外側には、方形周満墓が連なる

お墓の空間が広がっていたことが推定されます(第４図：紫色部分)。居住域と墓

域は溝ではっきりとIﾒ、され､塑或は遺跡の西側と南側に広がっていたようです｡第Ⅲ

地点や第Ｘ地点の方形周満墓は、方向をある程度揃えて造られていることから、計画

的に墓が造られていた可能性も考えられます。

方形周満墓は、埋葬施設のある主体部を中心に四角く溝をめぐらせたもので、中心
ふノーＪ９３％

部には土を盛り.|ﾆげた墳丘があったと推定されますが、国府津三ツ俣遺跡では､残念

ながら墳丘は見つかっていません(写真7)｡被蕊はどのような人物だったのでしょ
うか。

居住城と籾或の区分けが意識されていた一方で､第Ⅲ地点の調査では､SDO24の北側

でも方形間溝墓（SXO０６．００７）が見つかっていますｂこの方形周溝墓は、本来居住域

であった場所に位置し、古い時期の竪穴住居跡を壊して造られていますｂ遺跡の南側

を中心に広がっていた剃或が、ある段階に拡大して居住域へ進出したことで、居住域

が墓域へと変化したことが考えられます。そのため、竪穴住居跡は、国府津小学校周

辺の第Ｖ地点や第

XI･XlI地点などで繰

り返しつくられる

ような値|Alが確認

されていますbこの

ような居住域であ

った場所が堪域へ

と変化する現象は、

千代遺跡群でも認

められています６

写真７Ｘ地点:1号方形周溝墓（北東から）（近藤ほか1991）

９



写真８XXI地点：前方後方形周溝墓
（北から）（'11口ほか2011）

写真９XxI地点：前方後方形周溝墓出上辿物

－１０－

さらに第XXI地点では､方形周溝墓

とはやや異なるかたちの雄が発見さ

れています(写真8)。検出された遺

椛は古墳時代前期初めのL字形の溝
』F/･ＩZ）二う雁弥ｌいい純音りぱ

で、前方後方形周溝墓のﾙ引瀧と考え

られています。前方後方形周溝墓は、

古墳が出現する過渡期に位置づけら

れる遺構で､古墳文化の始まりを考

える上で、とても重要な意味を持っ

ていますｂ

第XXI地点の前方後方形周満蕊は、

隣接する第XV地点で続きが確認され

ていないことから､後方部が１０～１２

ｍ程度の規模が推定されていますｂ

周溝の底よりやや浮いた位置から、

焼く前に土器の底に穴をあけた壷

(｢底蔀滅竺重荷蕎蓋｣)や土器の口
の部分からくびれの部分にかけて細

かい刻みの線で文様

を描いている小型の

壷が検出されていま

す(写真9)。これらの

土器は、墓で行われ
きいＩ１Ｐ４Ｌい

た祭祁儀ﾈLに関係す

るものと考えられ、

当時の社会を考える

上でも砿要な資料で

すｉ、



Ⅲ古墳時代の集落と墓域

１古墳時代中期の集落

古墳時代前期の集落は､神奈川県内においても中期まで継続するものは少数ですが、

国府津三ツ俣遺跡の場合、･住居の数は減少するものの中期まで継続して営まれていま

すｂ古墳時代前期から住居の数が激減する理由は明らかではありません。第XlI地点な

どで竪穴住居跡が複数検出されていることから、遺跡の北部で､'1時の人びとは生活を

していたと考えられます６

２古墳時代後期の集落

古墳時代後期になると、再び集落が活気を取り戻すように竪穴化居の検出例が増加

します6集落の中心は､国府津小学校周辺の遺跡中央部にあったことが推定されますｂ
ちゅうぽみ

この11柳lの竪穴住居は､煮炊き用の厨房施設であるカマドを雌本的に備え付けていま

すｂ後期の竪穴住居跡を多く検出している第Ⅲ．Ｖ地点の竪穴住居跡の分析からは、国

府津三ツ俣遺跡の場合、住居の北側にカマドを設置することが-一般的であったことが

分かっています。北側にカマド

を設ける場合でも、カマドの主

軸方向がやや東向きになるもの

と西向きになるものの二者が存

在し、東向きのものの方がより

新しい時期のものであることが

分かりました。このことにより、

ほとんどの’住居が東向きにカマ
院1,

ドを据えている第Ⅲ地点の．住居

の方が西向きカマドの多い第

Ｖ地点の住居より新しく、集落

のIli心が第ｖ地点から海寄り

の第Ⅲ地点の方へ変遷している

ことが明らかとなっていますｌ、
第５図カマドのllilllがIjLi向きの媛穴住ﾙル（S=l/60）

（伊丹ほか'986）

－１１－



一方で、第Ⅶ地点の

北側など竪穴鋤住居の検

出されない遺跡の北部

では、多くの職が検出

されています。満の機

能は明確ではありませ

んが、溝の底に砂がた

まり水が流れていたよ

うな痕跡があることや、

井戸のような深い筒状

の穴が溝の底で見つか

っていることから、緋写真１０第xIl地点:洲（北西から）（富永ほか2000）
－１．いＵ

作地の水利施設の可能性が考えられますｂ満はいくつか重なって見つかっており、複

数の時期のものが含まれていると判断されます６古墳時代後期になり、新たな耕作の

場として､比較的地下水位の高い遺跡の北側を当時の人びとが選択し､利用したこと

が想定されます６

３古墳の出現と有力者の登場

海岸に近い第Ⅲ．Ｘ･XX･XXI地点など遺跡の南部では、古墳が造られていたことが

明らかとなっていますｂ遺跡の南部に墓域が造られる分布は、古墳時代前期の方形周

溝墓群と共通する傾向ということができます。

現在までに、古城時代後期の古墳は５蝋炎出されています(第４図:緑色部分)。後

世に土地が利用されたこともあり、いずれも墳丘は残っておらず、古墳の周囲をめぐ

る周溝だけが検出されています(写真１１)。周溝のかたちから古墳はいずれも円墳で、

最大でも直径25ｍ程度の捌莫であったと推定されます。

周溝の配置から、それぞれの古墳は間隔を開けており、造営に際し位置関係を意

識した配置がされている可能性があります。第Ｘ･XXI地点の調査では、周瀧の上や墳

丘のあった周瀧の内側で奈良・平安時代の竪穴住居跡が見つかっていることから、そ

の時期にはすでに墳丘が失われていたようですｂ

古墳時代後期の国府津三ツ俣遺跡には、古墳を築造することのできた有力者がいた

ことを示しています６

－１２－



写真１１節Ｘ地点:第１．２吟古墳（東から）（近藤ほか1991）

４周溝から出土した土器

埋葬施設のある墳丘が失われてしまっているため､明確に討熱!と呼べるようなも
漣3．、つき

のは見つかっていませんが、第Ｘ地点の1-号古墳の周溝内からは、土師器のi不がまと

まって出土しています。

出土した-'三師器l不は、’三器に用いられた粘土の質や茶褐色の土器の色合いなど、共

通する特徴がいくつかみられますbなかでも､底の部分に釆難と呼ばれる製作段階
でつけられた葉脈の跡が残って

いることが特徴的です(写真１２)。

出土状況からは、完形IMIに近

い坪を周満に一度に大雌に廃棄

している様子が想定されます。

古墳で行われた祭祁儀礼の状況

を考える上で重要な調奄成果と

なっています６
写真１２Ｘ地点：第１号古墳出上土器

－１３－
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５祭祁場の調査
いＬぐみいこう

古墳時代の終わり頃にあたる７世紀後半の特殊な石組遺構が､第XI地点の調査で見

つかっています（表紙写真・写真１３)。

発見された石組辿構は、およそ南北9.3ｍ×東西6.5ｍの長円形の範囲にぎっしり

と約３０～60ｃｍの厚さで河原石が敷き詰められていました。石組遺構の北側は、造り

替えによって若干高く石組がされ、北東隅から井戸が検出されました。

井戸は南北２．３ｍ×東西２．１ｍの範囲を一度掘り下げた後、スギなどの木材を組み

合わせて四角い井戸枠を作り、構築されていました。井戸の南側の石敷き面との境に

は、スギを用いた仕切り板による区画があり、西側は石を積み上げて壁のようなもの

を作っていますｂまた、井戸の東側には、幅１ｍの玉砂利敷きの水路が調査区外へ向

かって延びていますｂ

石組遺構の構築および使用時期は、出土遺物から７世紀中頃～末であったと考えら

れています6出土遺物のうち､井戸の周辺では7世紀中頃のものと推定される表隷、
土師器の完形品や大型破片がまとまって出土しています（写真１４．１５）。上下に折

り重なるように出土し、河原石とともに一括して廃棄されたような状況を示していま

写真１３節XIl地点:石組遺柵・井戸跡周辺遺物出土状況（北西から）（山本ほか2000）

－１６－



可

した。また、石組遺榊の南側では、

モモ・ウリ・ヒョウタンなどの食用

果実類の種子などが出土しているこ

とも注目されます。

一方で、井戸枠の底からは､811ｔ

紀の初めの須恵器が川-こしており、

井戸枠ロ体は造り特えられながら、

8世紀の初め頃まで使用されていた

と考えられます。

古墳時代後期の井戸を伴う行ﾙIi遺

構は廷敵する捌莫のものが県内では
ほかに例がありません。須恵器が多

量に出土していることも注目されま

す｡構築時に大量の河原石を運び込

み、敷き詰めるためには、一定以上

の労働力の確保が必要であることな

どから､雲蕨などの地元の有力者が
構築したものであることが想定され

ますｂ石組遺構の作りがｒ寧である

こと、大量の須恵器類が周辺で廃棄

されている状況などからは、日常的

な施設でなく、水場における祭祁を

行うような場所であったことが考え

られ重要ですｂ

第XX地点でも、古墳時代後期の井

戸状の石組遺構が見つかっており

(写真16)、水場の祭祁の様相が明ら

かになることが期待されています。

巴

第XX地点:Ｋ1号ｲ『組遺榊（西から）
（大上ほか2003）

､修一獄ｑ
;i蕊蕊騨芽.壇
…欝・:．
〃・蝋皇

同

&
一一

三

ベ

写真１４第XI地点:イi組辿,H1剛１ｋ鎮忠器遜・坪
（111本ほか1999）

町

写真１５第Xll地点:イ｢組辿榊出ｋ須恵器
弧・噸。尚坪・平瓶（山本ほか1999）
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れ震鱒熟懸繍鱒諒駕態こり鯉盲繊

い、特定の場所でしか生産されないために貴重品であったと考えられますも土師器の

中にも日常的に用いるのではなく、祭祁儀礼に用いるために作られたものが出土して

おり、集落の様子を考える大きな手掛かりになります。

室蕊鷺雪lJNO■；魯
瀞灘謹L■認I③
紐掛け部分にした有頭石錘など複数のタイ写真１７環状士錘（富永ほか1999）

ｆら

プが見つかっています（写

真１８)。また、ドーナツ型を

した環状石錘は、製作途中

の未製品が、第Ⅲ地点で多

く見つかっており、ムラの

中で製作が行われていたこ

とが考えられます｡渥若製
の浮きも見つかっているこ

とから、相模湾での漁携活

動に用いられたのではない

でしょうか。

▲
写真１８石錘と浮き（富永ほか1999）
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また、国府津ニツ俣辿跡Ⅲil辺で
0兆､3.2う

の生業活動を示す遺物として、木

製の農具を挙げることができます。

通常、木製砧はｔｌｌ１に埋没してい

る間に腐ってしまいますが、第XlI
錦お&｡Ｒ た

地点からは、大足と呼ばれるlIl
Dfｆ・

ＩＦ駄が出土しています。［唾I府津三
,・・でん

ツ俣遺跡の集蒋周辺の湿'１１で、体

が沈みこまないように使われたも

のと考えられますｂこのほか、農
え

具の柄の一部と考えられる製I({,、
<：二と ｌ０ｒＩｂ･』 ．§･か

櫛､琴状製舶､IM1物容器の底や蓋の

部分に当たる板、ほぞ穴のある建

築部材、杭などバラエティーに富

んだ木製品が見つかっています

（写真１９)。櫛にはツバキ属の木

を用いていますが、多くはスギ材

好し
且

｡臥

盈 Ｌｊ

－１９－

蹴鍔糊万鋪
を用いていますが、多くはスギ材写真１９第XI地点:木製品（山本ほか2000）

罵言ii議鋤蕊篭；
富む珊'1繍#識



Ⅳ海辺の拠点集落（奈良・平安時代）

１古代交通の要衝
叩つ『､芸うこつか

奈良時代に成立した律令国家は、中央集権的な国家体制確立の一環として、道路網

の整備に努めました｡道路網を整備することで､岡からの命令伝達や地方の情報収集、

税の迅速な輸送などを円滑にするねらいがありました。都と地方を結んでいたのが

L鑓と呼ばれる幹線道路で､そのうち相模国には剛道が走っていました｡小田原市
内では、古代東海道の遺構は確認されていませんが、近年、平塚市内でその一部が複

数の調査によって明らかにされていますも

七道には､道路を往来する官使に対して､雌の乗り継ぎや食料の支給を行うとと
〉Lや

もにぃ休憩・宿泊施設の機能を提供する駅家が、三一ﾄｰ里(およそ16km)ごとに設置

されるよう規定されていました｡延長5(927)年成立の｢塗識』によれば､相模国

には｢坂本｣「､蕊」｢鋤｣｢浜田｣の4つの駅家がありました｡このうち､相模国
最初の駅家である職繊は､南足柄市関本に比定されていますb2番目の撚騰に

‐旬室

一雪fﾘﾘﾂ
第７図奈良･平安時代の国府津三シ俣辿跡周辺の,様子（原画：大島慎一）

－２０－
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ついては、’01''菖紀に成立した『矧雌#』のなかに｢小総の駅といふところは海辺
になむありける」という一節があることから、小'１１原I|城の海岸部に位慨していたと

考えられています｡菅遥は平野部分では直線的に延びていたとされるため､坂本駅家
を過ぎた後､足柄平野を直線的に東西に横断した古東海道は､郡家や寺院が造鴬され、
あし”しもぐん

足下郡の拠点地域であった永塚・千代の周辺を通り南ドするルートが推定されますｂ

その場合、小総駅家は国府津周辺にあったことがｲjｿJ祝されますｂ

国府津という地名から､付近が|壷iIi3:の外港(津)であったという考え方が江戸時代
後期に成立した『沸縦稜酋雌諦』にもみられるように､公的な,州を持った港
のような機能があった可能性も指摘されています。雨府津は、古代東海道が外港の機

能をもつような海辺とつながる場所であるとともに、内陸部の拠点である永塚や千代

と森戸川の水運を介して関係を持つような場所であったと想定されます｡水上交通
2．》上・

と陸上交通の結び１１、まさに交通の要衝であったと湾えられます（第７図)。奈良の

都をはじめとして、各地から人や物が往来し、賑わいをみせていたことでしょう。

残念ながら、現在までに小総駅家の痕跡を直接示す遺椛は確認されていませんが、
路、』ロ》

今後の調査によって、駅家の建物跡や周|井lをI州っていたｲ:I|}列などの検出が期待されま

す。相模国の古代史の解明に貢献する大きな可能性を秘めています６

２国府津三ツ俣遣跡の奈良・平安時代集落

奈良・平安時代の集落は、現在の消防署東分署より南側､第Ⅲ地点の南側や第X地
腿一・企でぱしFD.・で１．J】

点で竪穴住居跡や掘立7住建物跡の検出例が増えることから、相模湾をのぞむ集落と

して栄えていたことが考えられますも第１l地点の調査では、竪穴住居と掘立;住建物が

主刺I方向を揃えてひと

つのセットとなるよう

な配置がいくつか確認

されています（図８)。
鮎（、や

掘立柱建物が主屋や倉
か，上や

庫、竪穴住居がifI屋と

なる可能性が考えられ

ます。
一、

～室
－－-

第８図掘立柱建物と蝶穴住居の関係（河野ほか2007）
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また、平安時代の井戸跡も見つ
ド０ｒ

かっています（写真２１)。素掘り

の井戸ほか、四角形の井戸枠をも

つ井戸が見つかっています６井戸

枠のある井戸は、作られた時期に

よって構造に違いがあることが明

らかにされています。周りに住居

跡が作られないものもあり、井戸

の周囲が共同の広場のような空間

であった可能性も考えられていま

す６
写真２１第Ⅳ地点:井戸（SEOO3）（南東より）

す６（伊丹ほか'987）

３特徴的な遺物の数々

古墳時代までと同様に奈良・平安時代においても、土器は土師器と須恵器が主に使

われますｂ土師器は一定の地域ごとに特徴をもつものが使用されるようになります。

相模国の土師器は、研究者の間では例えば、碗と皿のI1l間のような器である坪は、

｢梱難卿」の名で呼ばれています。これらの在地の土器のほかに、他地方の土器も

国府津三ツ俣造跡では見つかっていますも

瞥墳諺 毒封

淫

譲一

、盆い、ん；Ｒ：。、％

そのひとつに畿内産土師器と呼ばれる

近畿地方で生産された良質の上師器があ

ります(第９図)。いずれも破片資料では

ありますが、第Ⅳ．Ｖ･XI地点などで合計

15点が確認されていますｂ第Ⅲ地点のも

のがもっとも古く古城時代後期（7世紀

第２四半期）のもので、すでに畿内との

交流があったことがうかがわれますｂ
みか』｡JAB0ﾙ｡いIri1

また、二皇河、駿東、ＩiI斐、武蔵の各地

方で生産された上師器もみつかっており、

他地方からの活発なモノの動きを観知す

ることができます-%、

蓋
一一一■

両Ｊ１
Ｋｈ

毒=塞毒毒雲霧難

－２２－

－
０

建雲篭重言

第９図第皿地点:畿内産土師器（S=l/4）
（山本ほか2000）
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聴
糾

伽
轡

､遡蕊趣蕊図

また､植物の灰をjW灘としてかけて焼かれた灰紬陶器には､第xI地点で碗の底部に
ら'３、b#，記１．J。､

「丈」と刻書した10世紀の製品が'''1ﾆしています（シリーズ４写真２１)。「丈」の字
しなが』×､ニザ]みや－１２ は』tつかぺ

は、古墳時代後期には師長国造をl:11つたとされている有力氏族、丈部氏に関連する
Ｌ二%△恥､

可能性が考えられ、その存在を示す盗料として大変注I胃'されます６焼成前に文字が刻

まれていることから、丈部氏の糊捌Ｉだったのかもしれません。

内陸の千代台地の遺跡群と森戸川を介して関係が深かった国府津三ツ俣辿跡の様
球とう

子を示す資料も見つかっています。第Ⅲ．Ｖ地点で出｣ﾆしている瓦塔片は､焼き物で作

った小型の塔の屋根や軒先部分の破片です（第１０図)。仏教信仰の様子がうかがわれ
皇る

ます６獣足付の須恵器壷は獅子の脚を表したものでしょうか｡第v地点で出土した丸
おびかぎ

縮は､律令国家の官人が帯飾りとして身に付けていたものです6一般的な郷で出土
するものではなく、郡家や寺院などとの関連が示唆される遺物ですｂ

てつ弓2く〃‘i･がい１Ｊ》＆上

また、出土する鉄製品の量が増加しますも鉄雛や錐、錠前の鍵のようなものも見

つかっており、鉄製品が生活のさまざまな場面で普及していたことが考えられますも

－２３－

ご妻ａ会 写真２２第Ⅲ地点:丸輔（約2/3）
（神奈川県教育委旦会職）

１０cｍ

第10図第Ⅲ．Ｖ地点：瓦塔

第Ｖ地点:獣足（S=1/3）

（伊丹ほか1986.87）

ﾛ ｉ
写真２３鉄製品（富永ほか1999）

（鉄脈、鎌、鑓、斧、鍵）



､図

秦野市草山遺跡の分析で

も、全体としては同様の

傾向が得られており、当

時の社会状況などを反映

しているのかもしれませ

ん。カマド内の土から復

元されるデータは限定的

なものではありますが、

通常の調蒼成果だけでは

分からない生活の細部を

語ってくれます上，

F‐

巴Ｌ、手

ざへ、：
Ｉ

【住

§
ﾕ凶、

Ｆ
１

ｒ

４微小遺物から復元される生業と食生活

人びとがどのような生業を営み、何を食べていたのかはとても興味深いところですｂ

第Ⅲ～Ｖ地点の調査では、竪穴住居跡のカマド内部の土･灰･焼土をサンプリングし水

洗選別をすることで、植物の種子や果実、動物や魚の骨の検出に成功していますｂ分

析が行われた古墳時代後期～奈良・平安時代のデータから明らかにされた生業や食生

活とは、どのようなものだったのでしょうか。

もっとも多くに検出された植物質食料はコメで、遮跡周辺の低地での水田経営によ

って得られたコメを主食としていたようです。畑作によるムギなどの雑穀類も補完的
6』んかろ:､【二うひ人

に食していたものと考えられます６果物や堅果類はI哨好品として食されていたようですｂ

動物質食料は魚類が圧倒的に多く出土していますｂ土錘や石錘の存在に象徴されるよ

うに、相模湾による漁携活動で得られたと考えられますｂ相模湾の魚類相との比較か

らは捕独対象を選択していることも推定されますが、秋から春のマイワシ・カタクチ

イワシの網漁、６～１０月の期間内に行われたカツオ漁を中心としていたようですｂ一

方で、妙鉱など狩猟具も出-|冒していることから、シカ・ウサギなどの陸上動物を大磯

丘陵などで捕獲していたことが考えられます。

魚類が主要な動物質タンパク源であったと評価できますが、ムラの人びとは海浜部

で生活しているからといって決して漁業に専従していたのではなく、水田･畑作経営、

狩猟活動など多岐にわたる生業活動を行っていたと考えられますｂ内陸部に位置する

‘Ｐマ

ー畿罷篇ＩＦ竃

Q

写真２４分析された第Ⅲ地点の竪穴住居（SIO58）（南から）
（伊丹ほか1986）

ｎ．マー三Ｗ１

ヨ
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Ｖ農村としての国府津（中世～近世）

１整然とならぶ建物跡

遺跡北側の第XⅢ地点の洲在では､１１１１１２紀代以降と推定される遺構群が検出され､変

遷が明らかにされていま-j-b小田原市域ではI+１世前半の遺跡の発見例が多くなく、貴

重な調査成果ということができますｂ

その中でも、１２～15111:紀代のものと推定される掘立柱建物跡群が注|:Ｉされます６四
rLヘも

面に庇がｲ､lく建物が主屋となり、小珊の伽I|立柱建物や井戸、上坑などが付属し、屋敷

地を形成していたようです６建物の位慨の分析から３つの時期があったと想定されま

す。主屋は、当時の建物としては構造が立派で規模も大きなことから、経済力をもっ

た土豪などの屋敷地であったと考えられます。遺物は、一般の集落ではあまり出土し
４ｔいＩ。はくｌ：

ない青磁、白磁などのIli国産陶磁器のほか､国産陶磁器、下駄､箸､椀などの木製品、
とうす

刀子や毛抜きなどの金属製品が、建物群の周辺から見つかってし､ますt，

串

写真２５節XIll地点:堀立住建物跡（南から）（;‘＃水ほか2000）

－２５－



９世歴

２広がる田園風景

その後、中･Ilt～近11tにかけて

は、第Ⅶ地点の調杏で、大きな

満が東西南北に網|l状に広がっ

ていることが確認されています

(第１１図)。溝の幅は2～6ｍで、

底の部分には、さらに浅い溝が

掘り込まれています。溝の交差

する部分には操が散乱しており、
水越を調整するような機能が考

えられています。満は耕作に伴

う導水・排水施設のような役割

を果たしていたと推定されますも

大規模な開発が行われた後、水

田耕作が行われたのではないか

と考えられますも

やがて近世の後半を迎えると、

第xlI地点で見つかっていた大き

な溝は埋まり、小さな溝が展開

するようになります。満の幅は

多くが２０～30cm程度の小規模

なものですも溝のほかに柵列な

どが見つかっていますが、建物

跡はなく、一帯は耕作地として

使用されていたことが推測され

ます６

岨

オ

1１

４

118

116

LＢ５Ｅ

溌’'９

掘立柱建物跡群が形成される以前は、検出される溝状遡:Ifの向きなどから、森戸川

の流路方向の北西一南東方向を意識した地割が行われていたことが考えられます。し

かし、掘立柱建物跡の主軸は東西一南北方向を基調としていることから、この時期に

なり土地利用の方法に大きな変化があったことが推測されます６

第11図第Ⅷ地点:大型洲の推定流路（l/1,500）
（富永ほか1999）
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全蕊鍾

鍾謬霞！

● ●

写真２８第XX地点:区画識（Ｃｌ８･瀧伏遺椛)と橘
（東から）（大上ほか2003）

蕊蕊；

・
一
一

写真２６第Ⅷ地点:中世の中国産陶磁器写真２７第XlII地点:I{1世の木製品
（簡永ほか2000）（寓永ほか2000）

近世の耕作地としての土地利用は､辿跡の南部でも確認されています｡第XxI地点で

は､南北方向に走る誠状の溝が検出されました｡土壌ｻﾝプﾙの花粉分析の結果から
〃１．．ｔう

Iま、ソバ属やアブラナ科の

栽培植物の畑作が行われて

いた可能性が指摘されてい

ますｂこの畝状遺構の北側、

第XX地点の調査では､東西

方向に走る|狐Ii隣と考え

られる深さ１ｍ以ｋの大型

の溝が見つかっています。

溝の側面は､板材や炭化さ
ごがん

せた丸太を杭で固定し護岸

されていました。また、溝

に直交して２本の丸太を並

列させて作った橋も検出さ

れています(写真28)。地上

へ至る階段などの施設は見

つかっていませんが､江戸

時代の人びとが行き来した

様子が伝わってきますも

－２７－
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３近代鉄道交通の拠点

１８８７(明治20）年に東海道本線が国府津駅まで開業すると、国府津は近代交通の拠
亀ん雀

点となりました。１９２０(大正9）年に丹那トンネノレが開通し、国府津一熱海間の営業

が開始されるまでは、箱根・熱海方而の観光客の玄関口となり、大いに賑わうことと
ようじん

なりました。また､政財界の要人の別荘地としての一面もありました。明治１６年測
こん暑く･ｉＢ

ＩＩ肋迅速図からは、当時の集落は現在の国道1号線沿いが中心で、国府津三ツ俣遺跡

周辺は田園風景が広がっていたことが、読み取れますｂ
きしやどびん

最後に、鉄道交通との関ｵつりを示す遺物として、汽車土瓶をご紹介しますｂ汽車土

瓶は駅売り弁当用の茶瓶として使用されたもので、士瓶本体と蓋、付属品の湯呑みの
と昂かＩタん

セットで構成されます(写真２９)。駅弁会社「東華軒｣の経営する農悶の跡地を調査

した第X地点やその東側に位置する第XX地点の調査では､汽車土瓶が多く出土してい

ますｂ土瓶の胴部には「国府津」「こふづ」「こうづ」などと文字が書かれていますｂ

東華軒は国府津発祥の会社で、竹皮包みの握り飯を販売品目として１８８８（明治２１）

年に創業していますも出土した汽車土瓶は、東華軒が国府津駅で弁当と一緒にお茶を

販売するための製品のうち、未使用の製品をストックしていたものか、破搬した製品

を廃棄したものと考えられます。

写真２９節XX地点:汽.11エヒ瓶（大ｋほか2003）
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